
糸満市は行政面積の多くが沖縄本島西海岸に面しており、津波災害警戒区域
（西崎地区・字糸満地区を中心とした埋立地や海岸沿いの低地エリア）となっ
ています。
このエリアに立地する障害福祉サービス事業所は、津波などの大規模災害発

生後、現所在地での業務再開が困難になる可能性が高いため、それを踏まえた
業務継続計画（BCP）の検討が求められます。

障害福祉サービス事業所は、社会的な支援を必要とする方々が利用する施設
であり、被災による業務の中断は、利用者の生命や生活に深刻な影響を及ぼし
ます。そのため、糸満市では、市民の生命を守る観点から、障害福祉サービス
事業所のBCPをより実効性のあるものとすることが重要であると考えました。
そこで、市内の障害福祉サービス事業所が直面する様々な課題を整理し、必

要な検討事項を盛り込んだBCPのひな型を作成しました。

糸満市モデルＢＣＰの主なポイント

✔厚労省が公開しているＢＣＰのひな型に項
目や必要な検討事項を追記しているので、
既に厚労省のひな型で作成済の事業所も移
行が容易です。

✔「想定災害」等の共通項目は、市の防災計
画とリンクするように予め記入がされてい
ます。

✔事業所が被災し使用不可となる場合を想定
し、復旧までの間の臨時的な事業継続方法
の検討例を示しています。

✔利用者、従業員の初期避難行動に加え、安
全確保後の利用者を家族等に引き渡す場所
を個別に検討できるようにしています。

糸満市福祉部障害福祉課 TEL 098-840-8103

”個別避難計画”と項目が
共通化されています！
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ご自由に
お使いください！

※事業所の実態に応じた修正・加筆等を行い、自由にカスタマイズしご利用いただけます。

ダウンロード申込フォーム

糸満市障害福祉サービス事業所向け
業務継続計画（ＢＣＰ）ひな型の
公開について
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”被災想定”は予め記入さ
れています！

”優先する事業”を時期毎
にイメージできるよう、
図が示されています！

利用者を安全に家族へ引
き渡すための検討項目を

追加しました！

ベースは厚労省の
ひな型ですが…

糸満市モデルＢＣＰはこんな感じです！糸満市モデルＢＣＰはこんな感じです！

検討しやすくて
より実効性が高く
仕上がるように
工夫してます！



【平時にも使える】を目
指して、事業所からの要
望のあった項目を整理し
た”利用者カード”！

管理台帳（Excelファイル）

に入力しておけば、
利用者カードをいつでも
更新・再出力できます！

糸満市モデルＢＣＰはこんな感じです！糸満市モデルＢＣＰはこんな感じです！


